
 

（その２） 

教育研究業績書 
 

令和〇〇年〇月〇日 

 

氏名        印 

教育上の能力に関する事項 年 月 日 概     要 

１ 教育方法の実践例   

・優れた教育方法の実践例（英語による授業、少人

数教育、小テスト・レポートによる持続的教育、

問題発見・課題解決型授業の実施 等） 

・マルチメディア機器を利用した授業方法（コンピ

ュータ、スライド等の視聴覚教材を活用し、理解

を深める等の取組み 等） 

・学生の授業外における学習促進のための取組み（授

業に関するアンケートの利用、講義・実習評価結

果の利用、シラバス等の作成 等） 

２ 作成した教科書・教材   

・教員が、学生の理解を図るために作成し、また、

授業や教職指導などにおいて活用している教科書

や教材を記載してください。なお、本欄に記載し

た事項が、「研究業績等に関する事項」において重

複して記載される場合は、同一の内容を当該箇所

においても記載してください。 

３ 当該教員の教育上の能

力に関する大学の評価 

  

・教員が、学生の理解を図るために行っている教育

上の取り組み(授業や教職指導などを通じた取り

組み)に対する大学からの評価(以下の(例)を参

照)を記載してください。 

(例) 

・採用決定の際などにおける評価内容 

・各大学における自己点検・自己評価での評価結果 

・教員相互による評価結果 

・学生による授業評価結果など 

 

４ その他   

・教員が、学生の理解を図るために行っている取り

組みのうち、上記「1教育方法の実践例」～「3 教

育上の能力に関する大学等の評価」に該当しない

もの(以下の(例)を参照)を記載してください。 

(例) 

・大学教育改善に関する団体等での活動の概要 

・教育実績に関する表彰など 

 

職務上の実績に関する事項 年 月 日 概     要 

１ 

２ 

・ 

・ 

 

  

 下欄『別記（記載例）』を参照の上ご

記入ください。 

 

〈記入例〉 

１．「教育上の能力に関する事項」

の「４ その他」欄には、１から

３に該当するもの以外の事項に

ついて幅広く記入してください。 

 

２．「職務上の実績に関する事項」

は下欄『別記（記載例）』を参照

の上ご記入ください。 

３．全体を通じて「年月日」「年月」

欄は、「平成○○年 月」のよう

に年号で記載してください。 

４．「概要」欄は、事項ごとに、内

容がわかるように２００字程度

(１５０字～２５０字)で記載し

てください。 

 

『別記（記載例）』 
○企業、官公庁等の研究者の場合 

 ・開発した新製品・製法。作物等の新品種等の概要  ・取得した特許等の概要   

・大学との共同研究による実績がある場合、その概要、成果、当該研究者の役割 

○その他企業・団体等関係者の場合 

 ・国際援助・開発、先端技術、国際金融等高度に専門的な実務に従事した実績 

○情報技術関係者の場合 

 ・コンピュータに係る職務歴（職務上のコンピュータ活用方法、ソフト・システム開発歴） 

○マスコミ関係者の場合 

 ・執筆した記事の概要  ・製作した番組の内容 

○法曹関係者の場合 

 ・関係した訴訟等での活動や判決の概要 

○医師や看護師等医療技術者の場合 

 ・症例研究会での発表等の活動 

○福祉その他社会的活動の関係者の場合 

 ・参加した活動や団体の名称、活動内容・期間、本人の当該活動における地位 

○その他全般を通じて 

 ・各種の資格取得、受賞等の経歴 

 ・大学から受け入れた実習生に対する指導歴（看護・福祉実習、企業実習等） 

 ・企業内教育、大学公開講座、社会教育講座の講師としての講義等概要    等 



 

 

著書，学術論文等の名称 

単著，

共著の

別 

発行又は発表 

の年月 

発行所，発表雑誌等又は 

発表学会等の名称 

概      要 

（著書） 

１ ・・・・・・・・・・ 

 

 

２ ・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

著書  ○○ 編 

 

単 著 

 

 

共 著 

 

昭和○年○月 

 

 

昭和○年○月 

 

○○○○ 

 （総頁数） 

 

○○○○ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・（200字程度で記入） 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・（200字程度で記入） 

（共著者名全員の氏名（本人も含む）） 

本人分担：（執筆に当たっての具体的な

作業、担当ページ） 

（学術論文） 

１ ・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

２ ・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

  学術論文 ○○ 編 

 

共 著 

 

 

 

 

 

単 著 

 

昭和○年○月 

 

 

 

 

 

平成○年○月 

 

発表誌名 第○巻 

 

 

 

 

 

欧文誌名 Vol.○ 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・（200字程度で記入） 

（共著者名全員の氏名（本人も含む）） 

本人分担：（執筆に当たっての具体的な

作業、pp○～○） 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・（200字程度で記入） 

（pp○～○） 

（その他） 

１ ・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

２ ・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他  ○○ 編 

合 計  ○○ 編 

 

共 著 

 

 

 

 

 

単 著 

 

昭和○年○月 

 

 

 

 

 

平成○年○月 

 

○○○○ 

 

 

 

 

 

○○○○ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・（200字程度で記入） 

（共著者名全員の氏名（本人も含む）） 

本人分担：（執筆に当たっての具体的な

作業、pp○～○） 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・（200字程度で記入） 

 

５．「著書，学術論文等」欄は、著

書、学術論文等、その他について

記載してください。なお、以下の

点に留意してください。 

（１）「著書、学術論文等の名称」

欄は、省略することなく、正式

な名称を記載してください。 

（２）「発行又は発表の年月」欄は、

「平成○○年○月」のように年

号で記載してください。 

（３）「概要」欄は、事項ごとに、

形式的な内容（簡単な小見出し

など）ではなく、具体的な内容

がわかるように２００字程度

(１５０字～２５０字)で記載

してください。 

（４）「共著」の場合には、本人の

担当部分の概要及び掲載頁

(pp.○○～○○)を明記し、本

人を含めた著者全員の氏名を

もれなく記載(著者が非常に複

数にのぼる場合には、主要な著

者のみ(本人は含めること)記

載しでもよい)してください。

また、本人の氏名に下線をひく

こと。 

（５）「(その他)」欄は、報告書や

教育関係雑誌など、活字として

発表された研究業績、学会等に

おける研究発表、講演会、展示

会等の実施・開催が確認できる

業績を記載してください。 

（６）教育現場での教育実践を行

ってきた者で、博士論文や研究

機関等での研究論文がない場

合であっても、実践経験に基づ

く研究成果を発表した業績等

(いわゆる「研究集録」「研究レ

ポート」「実践レポート」「教育

論文」等)を記載してください。 

６．「本人氏名」欄の□印は、本人の

自筆署名の上、捺印をお願いしま

す。 




